




目的 

尿のセタブロン反応は,ムコ多糖代謝異常症のスクリーニング法としてよく知られている

が,この反応により沈澱する尿中酸性ムコ多糖の分子量に関する詳しい報告はない。われわ

れは,セタブロン反応の pH の条件および時間的推移を検討し,さらにセタブロンにより沈

澱する尿中酸性ムコ多糖の分子量を調べた。他方,腎不全患者においては,尿中に低分子の

ムコ多糖が増え,高分子のものが減る傾向があることに気付き,セタブロン反応によっても

腎不全を知ることができることを明らかにした。 


